
地図のユニバーサルデザイン



～発表の流れ～

① ユニバーサルデザインとは

② 日本の観光マップの問題点

③ 外国人向け地図記号の問題

④ 実際の観光マップを見てみよう！

⑤ まとめ



①ユニバーサルデザインとは？

障がいの有無や年齢・性別・国籍にかかわ
らず、初めから誰もが使いやすいように施
設や製品、環境などをデザインするという
考え。
〈大修館書店「現代高等保険体育」より〉





②日本の観光マップの問題点

・情報が多すぎる、
ごちゃごちゃしていて見えにくい。

・目印になるような場所が
大きく載っていない。

↓
ひとつの地図に全てを載せてしまうため
読み取りにくい





飲食店のみ情報だらけ



観光 飲食店 交通





③外国人向け地図記号の問題

＜資料：国土交通省,国土地理院＞





考えまし
た。



実はあった！

＜資料：経済産業省＞



はい

71.0%

いいえ

29.0%
はい

37.1%いいえ

62.9%

外国人 日本人

＜参考：LIFULL HOME’S PRESSサイト＞

の方が良いと思いますかQ



利点と欠点

・情緒がある
・なじみ深い

・外国人には
分かりづらい

・機械的で
違和感がある

・外国人には
理解しやすい



＜解決策＞

温泉のシンボルマーク
として使う

地図記号として使う



④実際の観光マップ
を見てみよう！

例)上野公園
観光案内図



Good

・お年寄りの方
などへの配慮

・主要な建物の
英語表記



Bad

・注意事項の英語表記がない



＜解決策＞

表面：日本語
裏面：英語

マップの裏面が白紙



② 日本の観光マップの問題点

より理解しやすい方法を追求

③ 外国人向け地図記号の問題

文化とわかりやすさの両立

④ 実際の観光マップを見てみよう！

一人一人がアイディアを持つことが大事！

～まとめ～


